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４．おわりに

　コーポレートガバナンス（企業統治）実現のた
めの主要な原則・指針である「コーポレートガバナ
ンスコード」（金融庁・東京証券取引所）について、
各企業がこれを具体的に実践できるようにすべく

「知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバ
ナンスに関するガイドライン（略称：知財・無形資
産ガバナンスガイドライン）」が内閣府知的財産戦
略推進事務局により策定された。これを受けて、日
本弁理士会において、2022年３月にガバナンス・コー
ド実践マニュアル執筆対応タスクフォースが立ち上
げられ、弁理士会員向けに「知財・無形資産ガバナ
ンスガイドラインの実践に役立つマニュアル」が作
成された。
　当該マニュアルは、「技術・ノウハウ（特許）」「ブ
ランド（商標）」「デザイン（意匠）」にそれぞれフォー

「知財・無形資産ガバナンスガイドライン」
実践マニュアル　デザイン（意匠）編　《後編》
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